
フィールドスコープ（15倍～）

遠くのカモを見たり、細かい羽の模様がよく見えます!!

双眼鏡（8～10倍）

カモを探すのにとても便利です!!

そうがんきょう

☆あると便利な観察道具

公園の池など近くで観察することができる場所なら肉眼でも十分楽しめますが、これらの道具があるとさらに
観察を楽しむことができます。

カモ観察の手引き

☆カモの種類の調べ方

見つけたカモの種類を調べるときは図鑑がオススメです。初心者向けの水辺で見られる鳥をまとめた図鑑から
上級者向けのカモの見分け方専門の図鑑などたくさんあります。いろいろ見ながら調べてみると面白いですよ。

ずかん

オススメの図鑑

・野鳥観察ハンディ図鑑「新水辺の鳥 改訂版」

解説：安西英明 絵：谷口高司

編集・発行 公益財団法人日本野鳥の会

・新訂 カモハンドブック

著者：叶内拓哉 発行：文一総合出版

・決定版 日本のカモ識別図鑑

著者：氏原巨雄・氏原道昭 発行：誠文堂新光社

ネイチャーセンターにて販売中!!

海辺

☆観察場所

公園の池や河川、ため池、ダム湖などの淡水から、干潟や港などの海辺まで種類ごとに好みの環境はありま
すが、共通して「水辺の近く」が観察ポイントです。

公園 ため池

☆観察できる時期

種類にもよりますが、10月上旬あたりから日本に渡ってきて4月中旬頃まで観察することができます。12月～
1月頃にはオスの羽が繁殖羽に生え変わるので初心者にオススメの時期となります。

ガンの仲間 ハクチョウの仲間 カモの仲間

カモ目カモ科

この冬はカモを見よう!!
Q,そもそもカモってな～に？

A,カモとはカモ目カモ科のなかから、ガンとハクチョウの仲間を除いた鳥の総称です。

・カモの仲間のほとんどは渡り鳥*¹で、冬になると繁殖地である北の地方（ロシアなど）から越冬
のため日本へと飛んできます。

・日本にいる間にオスのカモは色鮮やかな繁殖羽*²に生え変わるので、簡単に種類を見分ける
ことができます。
＊1：カルガモとオシドリは日本国内でも繁殖をするので、地域によっては一年中観察することができます。

＊2：カルガモはオスメス共ほぼ同じ羽の色をしており、一年を通して色が変わることはありません。

はんしょくち

はんしょくばね

制作：（公財）日本野鳥の会（指定管理者） 青木泰成



探してみよう!!上池で見られるカモたち

• 種名：オシドリ

• 大きさ：約41～51cm

• 見やすさ：☆☆

• 留鳥または冬鳥

• エサのとり方：水面採餌

♀

• 種名：マガモ

• 大きさ：約50～60cm

• 見やすさ：☆☆

• 主に冬鳥

• エサのとり方：水面採餌

• 種名：コガモ

• 大きさ：約34～38cm

• 見やすさ：☆

• 冬鳥

• エサのとり方：水面採餌

• 種名：カルガモ

• 大きさ：約58～63cm

• 見やすさ：☆☆☆

• 留鳥

• エサのとり方：水面採餌

♂

• 種名：ヒドリガモ

• 大きさ：約42～50cm

• 見やすさ：☆

• 冬鳥

• エサのとり方：水面採餌

• 種名：キンクロハジロ

• 大きさ：約40～47cm

• 見やすさ：☆

• 冬鳥

• エサのとり方：潜水採餌

• 種名：ホシハジロ

• 大きさ：約42～49cm

• 見やすさ：☆

• 冬鳥

• エサのとり方：潜水採餌

見やすさ：☆～☆☆☆


